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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 127.5 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

㎡ 21 26

％ 21 26

都道府県名 北海道 北斗市
ほ く と し

北斗市
ほ く と し

新幹線
しんかんせん

新駅周
しんえきしゅう

辺
へん

地区

計画期間 交付期間 26

大目標　北海道新幹線新駅の開業に併せて行う新たな都市拠点の創出と地域の活性化

目標１　新たに都市基盤施設を整備し活力のある商業地を形成する
目標２　周辺を含む地域住民および商業従事者の交通利便性を高める

　本地区は、北海道新幹線新駅予定地を北端に包含し、現ＪＲ渡島大野駅近傍ということから、既成の駅前住宅地とそれを囲むような田園地帯で形成される。

　市街化区域内は都市的な土地利用が行われ、立地する建物は２階建て程度の住宅が大部分を占める状況であり、一方で、市街化調整区域については大半が農地であり、農業用の施設が点在している。

　道路網はＪＲ渡島大野駅へ接続する道道渡島大野停車場線のほか、市道と農道が存在するが、いずれも中小規模の道路であり整形な道路網とはなっていない。

　平成17年4月に北海道新幹線の工事実施計画が認可され、新幹線新駅がＪＲ渡島大野駅に隣接して設置されることが明らかとなり、新幹線の交通利便性から、観光やビジネスによる道内外の一層の交流促進が予想され、

　新駅周辺には新幹線利用者に対する様々な施設や機能を備えた交通結節点の形成、また、新幹線開業効果を活かした商業・業務拠点としての発展が期待されるところである。

　本地区は、新幹線新駅がもたらす発生集中交通を踏まえた道路網が形成されておらず、新駅開業に併せてアクセス道路並びに関連道路の整備を進める必要がある。

　また、道路、公園、上下水道等の都市基盤の整備とともに、新たな都市拠点の創造を図るため、商業・業務地としての土地建物の誘導を図る必要がある。

①第一次北斗市総合計画（H20～29年度)
　道央・道南・東北を業務エリアとした広域ビジネス拠点の形成を目指し、新駅南側は多用な乗換機能を配した駅前広場、駐車場及び憩いの場を整備し、交通利便性を生かした都市活動空間を創出するものとして位置づけられている。

②北海道新幹線新函館（仮称）駅新駅周辺地区振興計画（Ｈ１９年度）
　交通利便性を充実させた交通拠点の形成を目指し、交通機関の乗換機能、公共サービス及び宿泊、飲食、購買等商業機能を提供するとともに、各地への移動時間が大幅に短縮されることから、
　道央・道南、東北を業務エリアとした広域ビジネス拠点の形成を目指し、各種業務用地を提供することとしている。
　さらに、交通利便性の向上により交流人口の増加が見込まれることから、地場産業振興に資するまちづくりを目指し、アンテナショップや滞在型農水産体験観光などの情報発信の場を提供することとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

民間商業・業務床面積の増加 区域内の商業・業務施設の延べ床面積
にぎわいのある商業地形成及び地域住民の利便性向上のため、
商業・業務施設の増加を目指す。

1,260 ㎡ 6,000 ㎡

地域住民の交通利便性への満足度増 地域住民アンケートによる満足度 新駅周辺の交通利便性を高め、地域住民の満足度を増加させる。 16% 25%



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・【活力ある商業地の創造】

　活力ある商業地の創造を図るため、土地区画整理事業、道路事業等により良好な宅地を造成するとともに、これに併せて南駅附帯施設整備事業等を

一体的に実施し、新幹線新駅周辺にふさわしい新たな都市拠点の形成を図る。

【基幹事業】
道路（移転、移設、水路、区画道路、電線共同溝）、高次都市施設（南駅附帯施設）、地域生活基盤
施設（調整池、南北連絡通路）、高質空間形成施設（緑化施設等、歩行者支援施設等）

【提案事業】
地域創造支援事業（上水、整地、南駅附帯施設）

【関連事業】
土地区画整理事業

・【交通利便性の向上】

　土地区画整理事業及び街路事業等により、新幹線新駅周辺の道路網等、交通環境を整備するとともに、土地区画整理事業区域外における

道路を併せて整備し、新幹線利用者及び商業従事者、地域住民に対して交通利便性の向上を図る。

【基幹事業】
道路（区画道路半断面、取付道路、新駅駅前通拡幅）、地域生活基盤施設（南北連絡通路）

【関連事業】
土地区画整理事業、街路事業（新駅環状通半断面）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 北斗市 直 2,681m 平成２２年度 平成２６年度 平成２２年度 平成２６年度 793.700 793.700 793.700 793.700

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

北斗市 直 1.01ha 平成２３年度 平成２５年度 平成２４年度 平成２４年度 221.165 79.700 79.700 79.700

北斗市 直 0.04ha 平成２３年度 平成２６年度 平成２４年度 平成２６年度 866.100 592.800 592.800 592.800

高質空間形成施設 北斗市 直
0.92ha、
760m

平成２５年度 平成２６年度 平成２５年度 平成２６年度 80.800 80.800 80.800 80.800

高次都市施設 北斗市 直 0.19ha 平成２２年度 平成２６年度 平成２２年度 平成２６年度 1,304.600 584.700 584.700 584.700

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,266.365 2,131.700 2,131.700 2,131.700 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

北斗市 直 13.5ha 平成２２年度 平成２６年度 平成２２年度 平成２６年度 174.400 174.400 174.400 174.400

北斗市 直 13.5ha 平成２２年度 平成２６年度 平成２２年度 平成２６年度 180.200 180.200 180.200 180.200

北斗市 直 0.19ha 平成２２年度 平成２６年度 平成２２年度 平成２６年度 194.900 194.900 194.900 194.900

合計 549.500 549.500 549.500 549.500 …B
合計(A+B) 2,681.200

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

北斗市 国土交通省 13.5ha ○ 平成２０年度 平成２７年度 3,283.430

北斗市 国土交通省 545m ○ 平成２２年度 平成２７年度 238.000

合計 3,521.430

細項目
交付期間内事業期間

規模事業 直／間

住宅市街地
総合整備
事業

南駅附帯施設

上水道

街路事業

事業主体

地域創造
支援事業

事業主体事業箇所名 直／間

北斗市新幹線新駅周辺土地区画整
理事業区域及び区域外取付道路他

整地

北斗市新幹線新駅周辺土地区画整
理事業区域及び区域外

南駅附帯施設

北斗市新幹線新駅周辺土地区画整
理事業区域

南北連絡通路

北斗市新幹線新駅周辺土地区画整
理事業区域

事業

土地区画整理事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

（参考）事業期間
事業箇所名

北斗市新幹線新駅周辺土地区画整
理事業区域

0.000

事業期間

北斗市新幹線新駅周辺土地区画整
理事業

（いずれかに○）
規模 全体事業費所管省庁名

新駅環状通

事業箇所名 事業主体

南駅附帯施設

交付期間内事業期間
規模

（参考）事業期間
うち民負担分

うち民負担分

0.000

地域生活基盤施設

国費率 0.4交付対象事業費 2,681.200 交付限度額 1,072.480

事業
細項目




